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2026 年 8 月 28 日 

離脱概念の再考――コミュニティへの参入の保護性と害生成性 

 
本学社会福祉子ども学科の相良翔准教授は、犯罪・非行からの離脱（Desistance）におけるコミュニティ

への参加を、保護的側面と害を生みうる側面の双方から再検討し、その研究成果を公開した。 
 
１．ポイント 

・ 第三次離脱と第四次離脱に着目し、近年の離脱理論をコミュニティへの参加という観点から整理し
た。 

・ コミュニティの承認・所属・安定という「保護的側面」と、同調・排除・語りの制約等の「害を生み
うる側面」を区別した。 

・ 離脱支援では、コミュニティとのつながりがどのような条件で保護、負担、害として働くかを検討す
る必要性を提起した。 

 
２．研究内容 

犯罪・非行からの離脱（Desistance）研究では、犯罪行為の停止やアイデンティティの変化に加え、近年、
他者からの承認・信頼・所属を伴う第三次離脱、過去を特別視されず「普通」に扱われることに着目する第
四次離脱が提案されている。これらは離脱を個人の変化だけでなく、社会との関係から捉える重要な展開で
ある。本稿は、この展開を踏まえつつ、コミュニティへの参加を無条件に望ましいものとみなすことに疑問
を提起した。コミュニティは承認や安定を提供しうる一方、規範への同調、排除、語りの制約、責任の不可
視化を生む場合もある。そこで「保護的側面」と「害を生みうる側面」を区別する枠組みを提示し、コミュ
ニティへの参加がどのような条件で支援・負担・害として働くかを実証的に検討する必要性を論じた。 
３．用語解説 
 Desistance：犯罪・非行からの離脱を意味する用語である。 
 第三次／第四次離脱：第三次離脱は承認・所属、第四次離脱は過去を特別視されず「普通」に扱われるこ

とに着目する概念である。 
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